




北九州市議会においても市民との協働に
よる開かれた議会の実現を目指し、市民へ
の責任を果たすため、議会や議員の役割及
び活動原則、議会と執行機関との関係及び
議会と市民との関係等を明らかにし、市民
の福祉の増進及び市勢の発展に寄与するこ
とを決意し、この条例を制定する。

( 条例前文から抜粋)



（議会報告会の開催）

第１４条 議会は、必要に応じて議

会報告会を開催し、市民への説明責
任を果たすとともに、市民の意見を
把握し、議会活動に反映させるもの
とする。



平成２３年
９月定例会

平成２４年
２月定例会

平成２４年
９月定例会

①
八幡西 門 司 小倉南

②
小倉南 八幡東 戸 畑

③
小倉北 若 松 八幡西



月／
日

曜 時刻 会 場 定員

11／
15 火

18:30
～

八幡西区
八幡西生涯学習センター折尾
分館（オリオンプラザ）

120人

14:00
～

小倉南区
富士見ホール

150人

18:30
～

小倉北区
生涯学習総合センター

150人
20 日





決算特別委員会の構成

全体会

第１分科会

第２分科会

第３分科会

総務財政委員会

建築消防委員会

環境建設委員会

保健病院委員会

教育水道委員会

経済港湾委員会

（総務企画局、財政局、他）

（建築都市局、消防局、交通局）

（環境局、建設局）

（保健福祉局、子ども家庭局、病院局）

（水道局、教育委員会）

（産業経済局、港湾空港局、農業委員会）※カッコ内は委員会の所管局となります



平成22年度北九州市決算議案

全員賛成（14件） 賛成多数（16件）

第108号平成22年度北九州市食肉センター特別会計決算

第109号平成22年度北九州市簡易水道特別会計決算

第110号平成22年度北九州市中央卸売市場特別会計決算

第111号平成22年度北九州市渡船特別会計決算

第112号平成22年度北九州市国民宿舎特別会計決算

第115号平成22年度北九州市土地区画整理事業清算特別会計決算

第117号平成22年度北九州市公債償還特別会計決算

第118号平成22年度北九州市住宅新築資金等貸付特別会計決算

第119号平成22年度北九州市土地取得特別会計決算

第122号平成22年度北九州市母子寡婦福祉資金特別会計決算

第124号平成22年度北九州市廃棄物発電特別会計決算

第125号平成22年度北九州市漁業集落排水特別会計決算

第127号平成22年度北九州市空港関連用地整備特別会計決算

第132号平成22年度北九州市工業用水道事業会計決算

第106号平成22年度北九州市一般会計決算

第107号平成22年度北九州市国民健康保険特別会計決算

第113号平成22年度北九州市競輪、競艇特別会計決算

第114号平成22年度北九州市土地区画整理特別会計決算

第116号平成22年度北九州市港湾整備特別会計決算

第120号平成22年度北九州市老人保健医療特別会計決算

第121号平成22年度北九州市駐車場特別会計決算

第123号平成22年度北九州市産業用地整備特別会計決算

第126号平成22年度北九州市介護保険特別会計決算

第128号平成22年度北九州市学術研究都市土地区画整理特別会計

決算

第129号平成22年度北九州市臨海部産業用地貸付特別会計決算

第130号平成22年度北九州市後期高齢者医療特別会計決算

第131号平成22年度北九州市上水道事業会計決算

第133号平成22年度北九州市交通事業会計決算

第134号平成22年度北九州市病院事業会計決算

第135号平成22年度北九州市下水道事業会計決算



会計
一般会計

歳入 ５，３３４億７７百万円

歳出 ５，２８６億８６百万円

普通特別会計（２４会計中２１会計が黒字）

歳入 ４，８１１億６５百万円

歳出 ４，７２６億９７百万円

企業会計

病院事業・上水道事業・工業用水道事業

交通事業・下水道事業



一般会計
（１）概要
○３年連続の増、歳出は３年ぶりに減

歳入決算額5,334億77百万円（過去7番目）
歳出決算額5,286億86百万円（過去8番目）

実質収支は、４４年連続黒字



（２）歳入の主な特徴

①市税収入・・・３年連続の減収
１，５７６億円 （３４億円減）
（個人市民税・法人市民税・固定資産税）

個人市民税 ４４３億円 （３０億円減）
法人市民税 １２１億円 （９億円減）
固定資産税 ７２６億円 （２億円減）
その他
環境未来税 １２億円 （５億円増）

市税収入率：９５．９％ 対前年度 ０．２％の低下

２９．５％

１１．１％

５．４％

７．２％

４６．７％



②地方交付税・・・３年連続の増加
実質的地方交付税：８８１億円 対前年度１３７億円増

地方交付税：５９１億円
臨時財政対策債：２９１億円

③市債発行額・・・臨時財政対策債を除く発行額は、対前年度３５億円減

市債依存率：１２．６％ 対前年度比 ２％増
臨財債を除く市債依存率：７．２％ 対前年度比０．７％減

１１１億円増

３５億円減

１４６億円増



６３２

５１１



（３）市債残高・・・臨財債を除く市債発行残高は、3年連続減少

投資的経費の縮減の効果により、7,836億円となり対前年度197億円の減少

臨財債を含めた市債発行残高は、9,296億円となり対前年度93億円の増加

９１１３ ９２５３ ９２９６



（４）歳出の主な特徴

①義務的経費・・・扶助費の増加で過去
最高額 ２，５２１億円 （１４０億円増）

人件費： ７１２億円 （８０００万円減）
扶助費： １，１１８億円（１８６億円増）

子ども手当等の創設により
公債費： ６９１億円（４５億円減）

元金償還の減により
義務的経費比率： ４７．７％（２．８％増）

②投資的経費・・・前年度と同水
準を確保 ７２８億円（１０億円減）

投資的経費比率： １３．８％
公共工事等



義務的経費の推移 投資的経費の推移

2153
2244 2289

2381
2521

650 708 714 736

691

782 821 860 932 1118

720 715 715 713 712

982

753 719 737 728



財政の健全化と将来の安定性について

今後
国の示す４つの財政健全化指標などを留意し
引き続き、収支均衡の財政運営を心がける

北九州市経営プラン
２００億円規模の改善



市税減少の徹底した総括と市税増収の抜本対策等について

市税収入の目標

課税対象所得額 ５％向上

現実

3年連続の減収
対H20 －５％

歳入の落ち込みが財政に深刻な影響を与えかねない
市税増収の対策を求める

緊急経済・雇用対策本部の立ち上げ
H22までに総額2,874億円の取組
H23は、公共事業の確保・雇用対策

緑の成長戦略・円高対策
国の第3次補正の動向



































北九州スマートコミュニティ構想（八幡東田地域）

スマートコミュニティ
センター

＜PR施設併設＞

副生水素

天然ガスコジェネ 大規模蓄電池
風力発電
仮想導入

風力発電所
1.5万kw

レンタサイクル
ステーション

スマートスクール

太陽光発電
スマートマンション

燃料電池

燃料電池

スマートビル

水
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

インターネット網

送電線網

データ
センター
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